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1．外国人留学生の就職状況  
1-1 留学生の日本国内就職への期待  
 政府は、少子高齢化による人手不足を補うために、以前から、日系人労働者の受け
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2008 年の留学生 30 万人計画も策定された。  
 そして、2016 年「日本最高戦略 2016」では、「2020 年までに、外国人留学生（大





ど、財界の要望を受けた政治的な動きが続いた。2019 年 5 月「出入国管理扱い及び難
民認定法」の一部改正により、大学を卒業する留学生の就職のための在留資格が緩和
され、8 月には、文科省、厚生労働省（以下、厚労省とする）、経産省の 3 省共同事
務局で、大学、産業界、支援事業者等と連携し、「外国人留学生の就職や採用後の活
躍に向けたプロジェクトチーム」が立ち上がった。  
   






















































 2．ビジネス日本語  
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 しかし、実際には、どうだろうか。  
 




3-1 就職する職場   
 ビジネス場面として、日本の企業で、社内語、社内の常用語が日本語である職場が
基本イメージとなっていることが多い。  










942 人である。ちなみに、国別では 1 位は中国で、2 位がベトナム人である。同資料
より作成した［図３］で分かるように（注 5）、就職先企業等の従業員数についてみる
と、従業員数 50 人未満の企業等に就職した者が最も多い。2018 年では 50 人未満が
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果には触れず、インタビューのデータのみをまとめている。   
 今回は、インタビュー調査及びアンケート調査を、2019 年 9 月 2 日から 9 月 5 日ま







   
4-3 インタビューの対象  
＜対象者＞ 
A 企業（経営者、人事担当者）：10 社、19 名（元留学生の従業員を含む）  
B 職場外で面談した元留学生（企業での面談者を除く）：36 名  
      日系企業や日本と取引のある企業等に就職して、日本語を活かして仕事して
いるベトナム人の方々で、これには、二通りある。  
     ＊ 日本への留学生で帰国して就職した方  
     ＊ ベトナムの大学で日本語を専攻して就職した方 





 ①品質保証会社 ②テクノロジー会社 ③セメント会社 ④財務省 ⑤現地旅行会 
 社 ⑥ベトナム支店旅行会社 ⑦中小企業 ⑧不動産事業 ⑨人材教育会社 ⑩大 
 手航空会社 ⑪商社 ⑫ＩＴ産業 ⑬小売り ⑭飲食業  ⑮建設  ⑯化学品・食 
 品などの製造 ⑰人材事業（人材紹介、派遣事業） ⑱アウトソーシング事業  
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◇ 日本語スキルをもったベトナム人従業員は、どんな仕事をしているか  
◇ 職場で何を期待されているか  
  ◇ 仕事上、どのような日本語スキルが必要か   
  ◇ 現状では、日本語スキルにどのような問題点があるか  



























5-1 調査結果 1：職場での日本語に関する実態  
 職場での日本語に関する実態を（１）企業（職場）での日本語使用、（２）日本語










日本人は一人だけ（社長）で 40 名の従業員は全てベトナム人、日本人は 1 人だけで
社員 30 人がベトナム人といった企業の他、日本人 10 人でベトナム人 80 人、支店・







 例えば、日本人は１人だけで 40 名の従業員は全てベトナム人という会社でも、40
名のうち 30 名ほどは日本語ができる。ベトナム人の８割は日本語が話せる。約 20 名
中日本語を話せるベトナム人は 7、8 割で、日本語ができるベトナム人は 3 分の 2、な
どである。  
































































































   
5-2 調査結果 2：日本語教育、大学教育に対する要望  


























































































受け入れ活用しようという積極的な姿勢を対照させた。2020 年 5 月に関西同友会の分











 ハノイ貿易大学日本語学部副学部長の BUI THI LOAN 先生、ホーチミン師範大学日

















(注 3) JASSO「2017 年私費外国人留学生生活実態調査」より作成  
(注 4) 2015 年 3 月新日本有限責任監査法人（経済産業省委託事業）「外国人留学生の
就職及び定着状況に関する調査」による。 
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